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ワンダー 君は太陽

映画で考える　「見た目のちがいと友だち」

対象：小学校高学年以上

名前 年　　組

1 「見えない事情」を想像しよう
そうぞう

生まれつき顔に障害がある10歳のオギーは、5年生で初めて学校に通い始めます。じろじろ見られたり、心ない言葉を
しょうがい こころ

言われたり──。でも、この映画では周りの人たちにも、それぞれの悩みがあることが描かれます。
え い が

☀️ 正しさより、親切を選ぼう。
しんせつ

🔑 ブラウン先生の格言
かくげん

担任のブラウン先生が最初に黒板に書いたのは、「正しいことと親切なこと、どちらかを選ぶときは、親切なほう
たんにん しんせつ しんせつ

を選ぼう」という言葉でした。

※オギーの顔のことを、からかったり、しつこく聞いたりするのはやめよう。

2 見た目のちがいと向き合う4つの視点
し て ん

🟩 ① じろじろ見ない、無視しない

見た目より、その人の話や好きなことに目を向ける。

🟩 ② 見えない事情を想像する
そうぞう

オギーにも、姉にも、友だちにも、それぞれの悩みがある。
あね とも

🟩 ③ 周りに流されない

みんなに合わせた言葉が、大切な友だちを傷つけることがある。
たいせつ とも きず

🟩 ④ 親切は「選ぶ」もの
しんせつ

親切は、気持ちだけでなく、行動として選べる。
しんせつ き も こうどう

☀️  〜  W  O  N  D  E  R  〜  ☀️

W  O  N  D  E  R



3 映画『ワンダー 君は太陽』とは

📖 あらすじ

オギーは、人の目が怖くて、外では宇宙飛行士のヘルメットをかぶるのが大好きな男の子。5年生になって初めて学
うちゅう

校に通い始め、ジャックやサマーという友だちができます。ところがある日、信じていた友だちの本音を聞いてし
とも とも

まい……。

👀 視点が入れかわる
し て ん

この映画は、姉のヴィアや友だちのジャックなど、周りの人の目からも物語が語られます。だれにでも、外からは
え い が あね とも

見えない事情があるのです。

💡 見るときの心がまえ
こころ

オギーだけでなく、周りの人たちがどんな気持ちでいるかも想像しながら見よう。
き も そうぞう

4 親切を選ぶワーク
しんせつ

☀️ 映画を見て（またはあらすじから）、考えて書こう
え い が

① いちばん心に残った場面と、その理由は？
こころ ば め ん り ゆ う

② オギー以外の登場人物で、気持ちがわかった人はだれ？ なぜ？
とうじょうじんぶつ き も

③ ジャックが心ない言葉を言ってしまったのは、なぜだと思う？
こころ おも

④ 「親切を選ぶ」ために、明日からできることは？
しんせつ

5 ふりかえり

だれにでも、 があると分かりました。これから、新しい人と出会ったときは、

を心がけたいです。
こころ

🌱 「正しさより、親切を選ぼう。」



先生・保護者へ：『ワンダー 君は太陽』は日本で映倫Gです。いじめや心ない言葉の場面がありますが、直接的な暴力の描写はほとんど
こころ ば め ん

ありません。本資料は小学校高学年以上を想定しています。顔や体にちがいのある児童・生徒、いじめの経験がある児童・生徒がいる可
けいけん

能性に配慮し、特定の子どもに注目が集まらないようにしてください。
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